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『
類
雑
集
』
の
出
典

そ
の
（
１
）
―
「
術
婆
伽
」
説
話
を
手
が
か
り
に
―

近
世
唱
導
文
芸
研
究
会

一
、
は
じ
め
に

近
世
唱
導
文
芸
研
究
会
で
は
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
類
雑
集
』
（
慶
安
版
）
全
十
巻
を
研
究
対
象

と
し
て
、
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
一
年
に
一
巻
ず
つ
翻
刻
と
出
典
調
査
を
行
な
い
、
そ
の
成
果
は
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教

研
究
所
年
報
』
に
掲
載
し
て
き
た
。

『
類
雑
集
』
は
、
近
世
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
唱
導
資
料
で
、
版
本
は
、
つ
ぎ
の
二
点
が
あ
る
。

一
点
目
は
、「
慶
安
四
年
〈
辛
卯
〉
暦
十
月
吉
辰

石
黒
庄
太
夫
板
本
」
の
奥
書
を
有
す
る
も
の
で
、
二
点
目
は
、「
明

暦
三
年
〈
丁
酉
〉
三
月
吉
辰

秋
田
屋
平
左
衛
門
板
行
」
の
奥
書
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
全
十
巻
と
総
目

録
一
冊
の
計
十
一
冊
で
、
同
一
の
版
木
を
用
い
て
刷
ら
れ
て
い
る
。
版
本
は
、
大
正
大
学
以
外
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

翻
刻
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
『
類
雑
集
』
を
翻
刻
し
、
そ
の
出
典
を
研
究
す
る
目
的
は
、
『
類

雑
集
』
が
ど
の
よ
う
に
生
成
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
過
程
に
は
、

十
分
な
資
料
収
集
と
分
析
が
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
『
類
雑
集
』
の
出
典
再
調
査
を
順
次
進
め
て
い
る
が
、
ま
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だ
大
き
な
報
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
調
査
の
過
程
で
知
り
得
た
成
果
の
一
端
を
報

告
し
て
お
き
た
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
仏
書
や
中
世
の
文
学
作
品
に
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
た
「
術
婆
伽
」

説
話
を
取
り
あ
げ
、
先
行
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
『
類
雑
集
』
や
、
現
時
点
で
管
見
に
入
っ
た
「
術
婆
伽
」
説
話
に
関

連
す
る
資
料
を
紹
介
し
、
『
類
雑
集
』
出
典
考
の
一
助
と
し
た
い
。
本
稿
は
、
近
世
唱
導
文
芸
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
大
正

大
学
名
誉
教
授
大
場
朗
先
生
、
北
林
茉
莉
代
氏
に
ご
助
言
い
た
だ
き
、
研
究
会
を
代
表
し
て
、
平
間

尚
子
が
執
筆
を
行

な
っ
た
。二

、
「
術
婆
伽
」
説
話
に
つ
い
て
―
「
身
を
焼
く
」
か
「
胸
を
焼
く
」
か
―

「
術
婆
伽
」
説
話
は
、
様
々
な
仏
書
や
文
学
作
品
に
引
用
さ
れ
流
布
が
認
め
ら
れ
る
。
『
大
智
度
論
』
に
よ
り
、
本
話

の
お
お
ま
か
な
あ
ら
す
じ
を
述
べ
る
と
、
漁
師
を
し
て
い
る
術
婆
伽
が
、
王
女
で
あ
る
拘

牟

頭
に
恋
を
し
て
、
宮
殿
に

こ
う
ぼ
う
と
う

通
い
つ
め
る
も
の
の
、
つ
い
に
会
う
こ
と
は
叶
わ
ず
、
自
ら
焼
死
し
て
し
ま
う
と
い
う
悲
恋
で
あ
る
。
「
術
婆
伽
」
説
話

に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
島
内
景
二
氏
、
大
谷
節
子
氏
、
牧
野
淳
司
氏
、
鈴
木
元
氏
な
ど
の
詳
細
な
報
告
が
あ
る
。
ま

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

ず
は
じ
め
に
紹
介
し
た
い
の
が
、
島
内
氏
の
つ
ぎ
の
指
摘
で
あ
る
。
氏
は
、

中
世
初
期
に
は
、
文
学
圏
内
に
お
い
て
「
術
婆
伽
」
説
話
が
か
な
り
流
布
し
て
い
て
、
そ
の
影
響
下
に
『
紫
明
抄
』

な
ど
が
『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
の
注
釈
作
業
に
際
し
て
、「
術
婆
伽
」
説
話
を
導
入
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
術

婆
伽
」
説
話
の
知
名
度
が
さ
ら
に
増
大
し
た
の
は
明
ら
か
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
述
べ
、
中
世
の
文
学
圏
内
の
当
該
説
話
の
流
布
は
、『
紫
明
抄
』
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
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で
は
、
物
語
作
品
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
以
前
は
、
ど
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
『
類
雑
集
』

が
引
用
し
た
と
記
す
『
大
智
度
論
』
の
該
当
箇
所
を
提
示
し
て
み
た
い
。

『
大
智
度
論
』
巻
十
四

（
６
）

名
曰
拘
牟
頭
。
有
捕
魚
師
名
述
婆
伽
。
隨
道
而
行
。
遙
見
王
女
在
高
樓
上
窓
中
見
面
。
想
像
染
著
心
不
暫
捨
。
弥
歴

日
月
不
能
飲
食
。
母
其
故
以
情
答
母
。
我
見
王
女
心
不
能
忘
。
母
諭
児
言
。
汝
是
小
人
。
王
女
尊
貴
不
可
得
也
。
児

言
。
我
心
願
楽
不
能
暫
忘
。
若
不
如
意
不
能
活
也
。
母
為
子
故
入
王
宮
中
。
常
送
肥
魚
美
肉
以
遺
王
女
而
不
取
価
。

王
女
怪
而
問
之
欲
求
何
願
。
母
白
王
女
。
願
却
左
右
当
以
情
告
。
我
唯
有
一
子
敬
慕
王
女
情
結
成
病
。
命
不
云
遠
。

願
垂
愍
念
賜
其
生
命
。
王
女
言
。
汝
去
月
十
五
日
於
某
甲
天
祠
中
住
天
像
後
。
母
還
語
子
。
汝
願
已
得
告
之
如
上
。

沐
浴
新
衣
在
天
像
後
住
。
王
女
至
時
白
其
父
王
。
我
有
不
吉
須
至
天
祠
以
求
吉
福
。
王
言
大
善
。
即
厳
車
五
百
乗
出

至
天
祠
。
既
到
勅
諸
従
者
。
齊
門
而
止
独
入
天
祠
。
天
神
思
惟
。
此
不
応
爾
。
王
為
世
主
不
可
令
此
小
人
毀
辱
王
女
。

即
厭
此
人
令
睡
不
覚
。
王
女
既
入
見
其
睡
。
重
推
之
不
悟
。
即
以
瓔
珞
直
十
万
両
金
遺
之
而
去
。
去
後
此
人
得
覚
見

有
瓔
珞
。
又
問
衆
人
知
王
女
来
。
情
願
不
遂
憂
恨
懊
悩
。
婬
火
内
発
自
焼
而
死
。
以
是
証
故
知
。
女
人
之
心
不
択
貴

賤
唯
欲
是
従
。

以
上
が
、
『
大
智
度
論
』
の
術
婆
伽
説
話
の
く
だ
り
で
あ
る
。
内
容
を
ま
と
め
る
と
「
拘

牟

頭
と
は
、
国
の
王
女
の

こ
う
ぼ
う
と
う

名
前
で
あ
る
。
術
婆
伽
は
、
こ
の
王
女
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
飲
食
も
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
姿
を
見
か
ね
た
術
婆
伽
の
母
親

は
、
自
ら
王
女
に
息
子
の
状
況
を
伝
え
、
息
子
の
命
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
懇
願
す
る
。
王
女
は
、
母
親
の
願
い
に
応
え
る

約
束
と
し
て
、
天
祠
で
会
う
こ
と
を
約
束
す
る
。
し
か
し
、
天
神
は
、
身
分
の
低
い
術
婆
伽
と
王
女
を
会
わ
せ
な
い
よ
う

に
、
術
婆
伽
を
眠
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
王
女
は
身
に
つ
け
て
い
た
瓔
珞
を
遺
し
て
去
っ
た
。
王
女
が
去
っ
た
後
、
術
婆
迦

は
目
を
覚
ま
し
て
、
王
女
が
こ
の
場
に
来
た
こ
と
知
り
、
懊
悩
し
胸
か
ら
淫
欲
の
火
を
出
し
て
焼
け
死
ん
で
し
ま
っ
た
」
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と
な
ろ
う
。

島
内
氏
は
「
『
大
智
度
論
』
所
載
の
「
術
婆
伽
」
説
話
の
趣
旨
は
、
ど
ん
な
に
高
貴
な
女
人
で
も
、
好
色
の
故
に
賤
し

い
男
性
と
契
る
（
契
ろ
う
と
す
る
）
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
文
脈
の
中
で
の
挿
話
」
と
し
、
「
ど
ち
ら
か
と
謂
え
ば
女
性

の
側
の
好
色
の
方
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、
身
分
の
低
い
男
が
恋
ゆ
え
に
破
滅
す
る
と
い
う
ふ
う
に
力
点
を
置
き
換
え
た
の

が
、『
三
教
指
帰
』
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
７
）

『
三
教
指
帰
』
第
一
巻

亀
毛
先
生
論
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）

恒
に
蓬
頭
の
婢
妾
を
見
て
は
已
に
登
徒
子
の
好
色
に
過
ぎ
た
り
。
況
む
や
冶
容
の
好
婦
に
於
て
を
や
。
寧
ろ
術
婆
伽

の
胸
を
焼
く
こ
と
莫
か
ら
む
や
。
春
馬
夏
犬
の
迷
已
に
胸
臆
に
煽
な
り
。

い
ま
、
確
認
し
た
よ
う
に
『
三
教
指
帰
』
の
傍
線
部
で
は
、
「
術
婆
伽
の
胸
を
焼
く
こ
と
莫
か
ら
む
や
」
と
あ
る
の
み

で
、
先
に
引
用
し
た
『
大
智
度
論
』
本
文
の
傍
線
部
「
婬
火
内
発
自
焼
而
死
」
と
は
、
相
違
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
語
句

の
異
同
に
注
目
し
、
他
の
作
品
の
本
文
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
『
類
雑
集
』
巻
八
の
「
術
婆
伽
」
説
話
の
く
だ
り
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
９
）

『
類
雑
集
』
巻
八

廿
五
術
婆
伽
事

又
引
智
度
論
云
術
婆
伽
以
レ

思
二

王
女
一

欲
心
内
発

テ

ヲ

ニ

ス
ラ

尚-

能
焼
レ

身
延
及
二

天
祠
一

況
生
二

欲-

毒
一

熾
而
不
レ

焼
二

諸

ク

ク

テ

フ

ニ

ヤ

ン
ヤ

善
法
心
一

若
著
レ

欲
無
レ

由
レ

近
レ

道
〈
五
蓋
部
貪
／
欲
下
也
〉
三
教
私

ハ

ニ

シ

ク
ニ

ニ

カ
フ

記
注
云
術
婆
伽
焼
胸
云
事
天
竺
売
レ

魚

卑

男
也

ノ

ニ

ニ

ル
シ

ヲ

シ
キ
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彼
国
法
内
裏
不
レ

簡
二

門
内
門
外
一

立
レ

市
物
売
買

也

ノ

ノ

ニ

ニ

ハ

ヲ

テ

ヲ

ヲ

ス
ル

故
術
婆
伽
以
レ

魚
内
裏
出
入

奉
レ

見
二

国
王
后
一

成
二

同

ニ

テ

ヲ

ヘ

ス
ル
ニ

テ

ノ

ヲ
ナ
ラ
ハ

男
子
一

加
様
人
結
レ

契
コ
ソ
ト
思
ケ
ル
ヨ
リ
成
二

恋
病
一

経
二

数

ト

ノ

ニ

テ

ヲ

テ

ノ

ト

ル

日
一

ホ
ト
ニ
食
事
カ
キ
絶
ケ
リ
母
難
レ

之
兎
角
痛

問
二

病
ノ

ヲ

モ

ニ

テ

イ
タ
ハ
リ

フ

故
一

欲
レ

蔵

不
レ

叶
有
様
是
語
レ

母
此
事
顕
可
レ

然
思
ハ
ネ
ト
モ

ヲ

ヘ
ト
モ

サ
ン
ト

リ

ヲ

ル

ニ

レ

ト
モ

若
シ
モ
后
御
哀
レ
ミ
ヤ
蒙
ル
ト
テ
用
ニ

家
ナ
ル
魚
一

内
裏
行
后
売

ノ

テ

ヲ

ニ

テ

ニ

ル

レ

魚
様
ニ
テ
直

不
レ

取
度
々
及
ケ
レ
ハ
后
在
其-

故
問
下
フ
ニ

ア
タ
ヒ
ヲ
モ

メ

ニ

テ

ヲ

シ
カ
〳
〵
ト
申
ケ
レ
ハ
サ
テ
ハ
不
便
事
也
是
ニ
テ
ハ
人
目
繁

不

ノ

モ

ケ
レ
ハ

レ

可
レ

叶
天
祠
寺
ト
云
寺
来
十
五
日
夜
参
詣
ス
ヘ
ケ
レ
ハ
後-

ニ

レ

ノ

ウ
シ
ロ

戸

相
待
テ
ト
約
束
シ
下
ヒ
シ
カ
ハ
術
婆
伽
母
大
悦
皈
ヘ
テ
此

ト
ニ
テ

ヒ

カ

ニ

テ

由
語
二

術
婆
一

々
々
大
悦
浴

沐

食
物
ナ
ト
進
メ
テ
彼
夜

ヲ

ル

ニ

ニ

テ
ユ
ア
ヒ
カ
ミ
ア
ラ
フ
テ

隠
二

居

天
祠
寺
後-

戸
一

宵
程
今
哉
〳
〵
待
ケ
レ
ト
モ
后
不
二

レ

タ
リ

ノ

ニ

ノ

ハ

ト

行
詣
一

術
婆
伽
日
比

思
疲

寝-

入
タ
リ
シ
跡
夜
深
巍
々

ヒ

コ
ロ
ノ

ノ

レ
ニ

ニ

テ

堂
々
ト
メ
入
下
フ
待
二

術
々
々
一

曽
不
レ

見
後-
戸
立
廻
呼

下
フ
ニ

ヲ

ヘ

ニ

リ

ヒ

給
ケ
ル
ニ
強
ネ
イ
リ
テ
不
二

答
申
一

后
約
束
不
レ

違
之
由
為
レ

令

ク

ヲ

ル

ヲ

ニ
メ
ン
カ

レ

知
レ

彼

上
眼
金
玉
御
衣
脱
懸
二

術
婆
上
一

空
還
給
其

レ
ニ

ノ

ノ

ヲ

テ

テ

カ

ニ

ク

リ

ヌ

後
術
々
々
目
覚
メ
テ
見
二

付
金
玉
御
衣
一

后
是
迄
入

テ

ノ

ヲ

ノ

給
タ
リ
ケ
ル
ヲ
不
レ

知
事
悲

仰
レ

天
伏
レ

地
難

程
思
火
胸
中

ル

ヲ

ン
テ

ニ

メ

ニ
ナ
ケ
キ
シ

ニ

ノ

ノ

ヨ
リ

出

不
レ

焼
二

己

身
一

焼
二

彼
寺
云
云

伊
勢
物
語
止
二

胸
思
一

提

テ
ヽ

ノ
ミ
ナ
ラ

レ
カ

ヲ

タ
リ

ヲ
モ

ン
ト
テ

ノ

ヲ
ヒ
サ
ケ
ニ
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入
レ

水
置
レ

胸
無
レ

程
成
レ

湯
云
ヘ
リ
是
思
火
イ
タ
ス
処
也
〈
已
下
／
略
之
〉

テ

ヲ

ハ

ニ

ク

リ
ケ
ル
ト

ト

モ

ノ

カ

四
苦
火
八
苦
煙
ナ
ト
可
思
合
之

ノ

ノ

リ

以
上
が
、
『
類
雑
集
』
の
「
術
婆
伽
」
説
話
の
く
だ
り
で
あ
る
。
冒
頭
は
『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
と
あ
り
、
つ
ぎ

に
「
三
教
指
帰
注
」
と
続
い
て
い
る
。
『
大
智
度
論
』
で
は
、
「
婬
火
内
発
自
焼
而
死
」
と
記
さ
れ
て
い
た
箇
所
が
、
『
類

雑
集
』
の
引
用
で
は
「
欲
心
内
発
尚
能
焼
身
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
『
三
教
指
帰
注
』
以
下
の
引
用
は
、
原
典
同
様
「
術

婆
伽
焼
胸
云
事
」
と
は
じ
ま
る
。
し
か
し
、
末
尾
は
、「
程
思
火
胸
中

出

不
レ

焼
二

己

身
一

焼
二

」
と
結
ん
で
い
る
こ
と

ニ

ノ

ノ

ヨ
リ

テ
ヽ

ノ
ミ
ナ
ラ

レ
カ

ヲ

タ
リ

か
ら
、
『
大
智
度
論
』
の
本
文
と
近
い
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
牧
野
淳
司
氏
は
、
『
大
智
度
論
』
の
「
自
焼
」
と

い
う
表
記
と
『
三
教
指
帰
注
』
に
「
胸
焼
」「
身
焼
」
と
あ
る
表
記
の
異
同
に
つ
い
て
、『
三
教
指
帰
』
で
「
胸
を
焼
く
」

と
の
表
現
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
本
文
の
相
違
と
指
摘
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
大
智
度
論
』
と
同
様
の
「
身
を
焼
く
」

（
１
０
）

と
す
る
記
述
は
、『
法
苑
珠
林
』
に
も
確
認
で
き
る
。

『
法
苑
珠
林
』

（11

）

如
智
度
論
。
術
婆
伽
以
思
王
女
。
欲
心
内
発
尚
能
焼
身
。
延
及
天
祠
。
況
生
欲
毒
。
熾
而
不
焼
。
諸
善
法
心
若
著
欲

無
由
近
道
。

ま
た
、
つ
ぎ
に
あ
げ
る
『
経
律
異
相
』
と
『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』
は
、
『
大
智
度
論
』
を
出
典
と
し
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。

『
経
律
異
相
』

（
１
２
）

国
王
女
狗
頭
。
感
捕
魚
師
述
婆
伽
九
国
王
有
女
。
名
曰
狗
頭
。
有
捕
魚
師
。
名
述
婆
伽
。
隨
道
而
行
。
遥
見
王
女
在
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高
樓
上
。
窓
中
見
面
想
像
染
著
。
心
不
暫
捨
弥
歴
日
月
不
能
飲
食
。
母
問
其
故
。
以
情
答
母
。
我
見
王
女
心
不
能
忘
。

母
抑
喩
言
。
汝
是
小
人
王
女
尊
貴
。
不
可
得
也
。
児
言
。
我
心
願
楽
不
能
暫
忘
。
若
不
如
意
不
能
活
也
。
母
為
子
故

入
王
宮
中
。
常
送
肥
魚
肥
肉
。
以
遺
王
女
而
不
取
価
。
王
女
怪
問
。
汝
欲
求
何
。
母
白
王
女
。
願
却
左
右
当
以
情
告
。

我
唯
有
一
子
。
敬
慕
王
女
情
結
成
病
命
不
云
遠
。
願
垂
愍
念
賜
其
生
命
。
王
女
言
曰
。
汝
月
十
五
日
於
某
甲
天
祠
中

住
天
像
後
。
母
還
語
子
。
汝
願
已
得
。
告
之
如
上
。
沐
浴
新
衣
在
天
像
後
住
。
王
女
至
時
白
其
父
王
。
我
有
不
吉
須

至
天
祠
以
求
吉
福
。
王
言
大
善
。
即
厳
車
五
百
乗
出
至
天
祠
。
既
到
。
勅
諸
従
者
。
齊
門
而
止
。
独
入
天
祠
。
天
神

思
惟
。
此
不
応
爾
。
王
為
施
主
不
可
令
此
小
人
毀
辱
王
女
。
即
此
人
令
睡
不
覚
。
王
女
既
入
。

見
其
睡
重
推
之
不

悟
。
即
以
瓔
珞
直
十
万
両
金
遺
之
而
去
。
去
後
此
人
得
覚
。
見
有
瓔
珞
。
又
問
衆
人
知
王
女
来
。
情
願
不
遂
。
憂
恨

懊
悩
婬
火
内
発
自
焼
而
死
。
以
是
証
故
知
。
女
人
之
心
不
択
貴
賎
。
唯
欲
是
従
。
復
次
昔
有
国
王
女
。
逐
旃
陀
羅
共

為
不
淨
。
又
有
仙
人
女
。
隨
逐
師
子
出
大
智
論
第
十
四
巻

経
律
異
相
巻
第
三
十
四

『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』

（
１
３
）

国
王
有
女
名
曰
狗
牟
頭
。
有
捕
魚
師
名
述
婆
伽
。
隨
道
而
行
。
遥
見
王
女
在
高
樓
上
。
窓
中
見
面
。
想
像
染
著
心
不

暫
捨
。
弥
歴
日
月
不
能
飲
食
。
母
問
其
故
以
情
答
母
。
我
見
王
女
心
不
能
忌
。
母
喩
兒
言
。
汝
是
小
人
王
女
尊
貴
。

不
可
得
也
。
児
言
。
我
心
願
楽
不
能
暫
忌
。
若
不
如
意
不
能
活
也
。
母
為
子
故
入
王
宮
中
。
常
送
肥
魚
鳥
肉
以
遺
王

女
而
不
取
価
。
王
女
怪
而
問
之
欲
求
何
願
。
母
白
王
女
。
願
却
左
右
當
以
情
告
。
我
唯
有
一
子
敬
慕
王
女
。
情
結
病

今
不
去
遠
。
願
垂
愍
令
賜
其
生
命
。
王
女
言
。
汝
去
月
十
五
日
。
於
某
甲
天
祠
祀
中
住
天
像
後
。
母
還
語
子
。
汝
願

已
得
告
之
如
上
。
沐
浴
新
衣
在
天
像
後
住
。
王
女
至
時
白
其
父
王
。
我
有
不
吉
。
須
至
天
祠
以
求
吉
福
。
王
言
大
善
。

即
厳
車
五
百
乗
出
至
天
祠
。
即
到
勅
諸
従
者
。
齊
門
而
止
独
入
天
祠
。
天
神
思
惟
此
不
応
爾
。
王
為
施
主
不
可
令
此
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小
人
毀
辱
王
女
。
即
厭
此
人
令
睡
不
覚
。
王
女
既
入
見
其
睡
。
重
推
之
不
悟
。
即
以
瓔
珞
直
十
万
両
金
遺
之
而
去
。

去
後
此
人
得
覚
。
見
有
瓔
珞
又
問
衆
人
。
知
王
女
来
。
情
願
不
遂
憂
恨
懊
悩
。
婬
火
内
発
自
焼
而
死
。
以
是
証
故
知
。

女
人
之
心
不
択
貴
賎
唯
欲
是
従
已
上

こ
こ
ま
で
、
「
術
婆
伽
」
説
話
の
原
典
で
あ
る
『
大
智
度
論
』
や
同
書
を
引
用
し
た
『
法
苑
珠
林
』
『
経
律
異
相
』
『
梵

網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』
そ
し
て
『
類
雑
集
』
の
本
文
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
確
認
し
た
作
品
は
、
原
典
を
尊
重
す
る
姿
勢
が

う
か
が
え
、
術
婆
伽
の
恋
の
相
手
は
「
王
女
」
と
す
る
表
記
に
異
同
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。

三
、
「
術
婆
伽
」
説
話
の
広
ま
り

さ
て
、
こ
れ
ら
の
仏
書
の
な
か
で
、
『
類
雑
集
』
は
、
『
大
智
度
論
』
の
後
に
、
『
三
教
指
帰
注
』
を
引
用
し
て
い
る
こ

と
に
注
意
を
払
い
た
い
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
こ
の
点
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
『
三
教
指
帰
』
『
中
山
法
華

経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
』
と
『
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
三
教
指
帰
注
集
』
を
比
較
し
て
み
た
い
。

『
三
教
指
帰
』
巻
上

（
１
４
）

恒
に
蓬
頭
の
婢
妾
を
見
て
は
已
に
登
徒
子
の
好
色
に
過
ぎ
た
り
。
況
む
や
冶
容
の
好
婦
に
於
て
を
や
。
寧
ろ
術
婆
伽

の
胸
を
焼
く
こ
と
莫
か
ら
む
や
。
春
馬
夏
犬
の
迷
已
に
胸
臆
に
煽
な
り
。
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『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
』

（
１
５
）

此
（
レ
）

即
、
蓬
頭
婢
妾
是
（
レ
）

也
、
術
婆
伽

焼

胸
一

云
（
フ
ハ
）

大
唐
有
下
良

女
子
也
、
江
河
魚
ツ
ン
テ
食
ト

セ
シ
者
也
、

（
ト
）

ヲ

ニ

シ

（
郎
）

ノ

ニ

ヲ

ツ
リ
シ
テ

返

時
道
長
者
（
ノ
）

門
ス
キ
ル
ニ
高
樓
（
ノ
）

悵

風
吹
上
タ
ル
ヨ
リ
此
見

戀
ヒ
ノ
病
成
物
不
食
一

母

（
歸
）
シ

ニ

ニ

ヲ
（
過
）

（
帳
）
ヲ

ケ

ヲ

ミ
テ
コ

ニ

テ

ス

、(

ハ)
ア
ヤ
シ
ン
テ
此
（
ノ
）

事
問
（
フ
）

不
答
一

再
三
問
（
ハ
）

レ
テ
答
（
へ
）

テ
云
（
ハ
）

ク
「
美
（
シ
キ
）

君
ヲ
見
（
シ
）

ヨ
リ
戀
（
ノ
）

病

ヲ

ス

、
（
ヘ
）

ヲ

付
タ
ル
也
」
母
云
（
ハ
）

ク
「
安

ホ
ト
ノ
事
也
」
ト
テ
術
婆
伽
魚
ツ
ラ
セ
テ
ヒ
メ
君
モ
ト
ヘ
數
十
度

以
（
テ
）

参
ル
、

ノ

ス
キ

ニ

ヲ

ノ

（
持
）

ヒ
メ
君
奇
シ
ン
テ
問
云
（
ハ
）

ク
「
何
事
（
カ
）

所
望
ノ
有
ル
ソ
」
ト
問
フ
、
母
事
（
ノ
）

由
来
答
（
ヘ
）

テ
申
ス
、
ヒ
メ
君
答
（
ヘ
）

テ

ヲ

テ
云

「
ヤ
ス
キ
ホ
ト
ノ
事
也
、
ア
ス

ヘ
シ
」
ト
テ
「
但
是
天
神
マ
シ
〳
〵
ス
、
ソ
レ
ニ
テ
ア
フ
ヘ
シ
」
ト
テ

ノ
タ
マ
ハ
ク

（
ヌ
）

ニ

日
（
ヲ
）

定
メ
テ
約
束
シ
テ
ヒ
メ
君
父
（
ノ
）

長
者
「
モ
ノ
マ
ウ
テ
シ
候
ハ
ム
」
ト
テ
出
立
テ
通
夜
ニ
参
ル
時
術
婆
伽
之
参
相

ニ

ニ

(

合)

テ
ヤ
シ
ロ
ノ
カ
タ
ハ
ラ
ニ
ネ
イ
リ
タ
リ
、
ヒ
メ
君
行

ヲ
ト
六
カ
セ
ト
オ
ト
ロ
カ
ス
、
依
ヒ
メ
君
玉
カ
ツ
ラ
ヲ
ヌ
キ

ミ

イ
テ

テ

ミ

（
抜
）

テ
重
ニ
打
懸
テ
返
リ
了
ヌ
、
時
童
ヲ
ト
六
キ
テ
淫
欲
（
ノ
）

炎
胸
ヨ
リ
出
（
テ
）

テ
焼
（
ケ
）

死

了
（
ヌ
）
、
故
（
ニ
）

焼

胸
一

ク
ト

ヲ

云
（
フ
）

也

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
三
教
指
帰
注
集
』

（
１
６
）

〽
況
於
冶
容
好
婦
寧
莫

術
婆
伽
之
焼

胸
注
云
玉
篇
云
冶
餘
赭

反
周
易
曰
冶-

容
注
云
冶
妖

冶
也
智
度
論
云
国

ノ

ニ

ラ
ム
ヤ

カ

コ
ト

ヲ

ハ

シ
ヤ

フ

ニ

ハ

エ
ウ

王
有
女
名
拘
牟
頭
有
捕
魚
師
名
術
婆
伽
隨
道
而
行
遥
見
王
女
於
高
樓
上
窓
中
見
面
想
像

染
着
心
不
暫
捨
弥

-

歴

リ

ト

ク

ニ

ル

ヲ

ノ

ノ

ニ

ヲ

ヒ

ア
リ
テ

ス

ワ
タ
リ

日
月
不
能
飲
食

母
問

其
故
以
情
答
母
我
見
王
女
心
不
能
忘

母
喩

兒
言
汝
是
小
人

王
女

尊
貴
不
可
得
也

児
言

ヲ

コ
ト

フ

ヲ

ヲ

ニ

ヲ

コ
ト

ト
シ

ニ

ハ

ナ
リ

ハ

ノ

我
心
願
楽
不
能
暫
忘
若
不
如
意

不
能
活

母
為
子
入
王
宮
中
常
送
肥
魚
鳥
肉
以

遺

王
女
一

而

不
レ

取
レ

価
一

王
女

カ

モ

ナ
ラ
ハ

イ
ク

ニ

ノ

ノ

ニ

ニ

リ

ヲ

タ
テ
マ
ツ
ル

ニ

シ
テ

ア
タ
ヒ
ヲ

恠

而
問
欲
レ

求
ニ

何
願
一

母
云
王
女
願

劫
左
右
一

當
ニ

心
情
一

告
我
有
一
子
一

敬
慕
情
成
病
一

命
〇
去
遠
一

願

率
愍
念
一

賜

メ
テ

ル

ノ

ヲ
カ

ノ

ク

ク
ハ

ヲ

ヲ

ク

ノ

ク
ハ

テ

ヲ

ヘ

生
命
一

王
女
云
汝
去
至
二

月
十
五
日
一

於
二

某
申
天
祠
中
一

住
天
像
後
一

母
還
語
子
一

汝
願
已
得

告
之
一

如
上
一

沐
浴
新
衣

ヲ

ノ

テ

テ

ノ

ニ

テ

ノ

ノ

ニ

ニ

テ

ル

カ

ニ

タ
リ

ノ

シ
テ
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在
天
像
後
王
女
至
時
一

向
父
王
一

曰
我
有
不
善
一

須
至
天
祠
一

以
求
福
一

王
曰
大
善
也
即
厳
○
五
百
乗
一

出
至
天
祠
一

既
到

ニ

テ

ニ

ク

ヲ

ソ

ヲ

テ

ニ

勅
二

諸
従
者
齋
門
一

而
止

独
入
天
祠
天
神
即
天
神
厭
此
人
一

令
睡
不
覚
一

王
女
既
入
○
其
睡
一

重
不
悟
一

即
以
瓔
珞
直

シ
テ

ト

ヲ

ト
ト
メ

リ

テ

ニ

テ

テ

ノ
ア
タ
ヒ

十
万
両
金
一

遺
之
去
後
此
人
得
覚
一

見
レ

有
二

瓔
珞
一

憂
恨
懊
悩
婬
火
内
発

自
焼
而
死
也

ヲ
シ
テ

ル

ニ

テ

ル
ヲ

ニ

シ
テ

ラ

テ

以
上
、
『
三
教
指
帰
』
と
『
三
教
指
帰
注
』
に
関
す
る
二
つ
の
資
料
を
確
認
し
た
。
『
三
教
指
帰
注
』
の
前
者
の
中
山

法
華
経
寺
本
に
は
、
「
時
童
ヲ
ト
六
キ
テ
淫
欲
（
ノ
）
炎
胸
ヨ
リ
出
（
テ
）
テ
焼
（
ケ
）
死
了
（
ヌ
）
」
と
あ
り
、
後
者

の
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
に
は
、
「
術
婆
伽
之
焼
胸
」
と
あ
る
点
や
母
が
登
場
す
る
点
で
は
共
通
す
る
も
の
の
、
こ
の
二

つ
の
本
文
は
、
近
く
は
な
い
。
例
え
ば
、
中
山
法
華
経
寺
本
で
は
、
術
婆
伽
が
「
大
唐
有
下
郎
女
ノ
子
」
で
あ
る
こ
と
や
、

恋
の
相
手
を
「
ヒ
メ
君
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

同
書
に
つ
い
て
は
、
牧
野
淳
司
氏
が
「
恋
を
打
ち
明
け
る
術
婆
迦
に
対
し
「
安
き
ほ
ど
の
事
也
」
と
答
え
る
母
親
像
は

悩
む
男
と
対
照
的
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
姫
君
の
答
え
に
「
や
す
き
ほ
ど
の
事
也
」
と
の
台
詞
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、「
こ
の
よ
う
な
繰
り
返
し
表
現
は
口
語
り
（
を
装
っ
た
語
り
口
）
の
痕
跡
を
感
じ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
１
７
）

ま
た
、
つ
ぎ
に
あ
げ
る
『
仙
源
抄
』
の
「
む
ね
こ
が
る
ゝ
」
「
ム
ネ
ホ
ム
ラ
ト
成
テ
焼
死
」
と
い
う
表
現
に
注
目
す
れ

ば
、
『
三
教
指
帰
』
や
『
三
教
指
帰
注
』
な
ど
の
作
品
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、
検
討
を
要

す
る
『
観
音
義
疏
』
『
往
生
礼
讚
纂
釈
』
の
く
だ
り
も
掲
載
し
て
お
き
た
い
。

『
仙
源
抄
』

（
１
８
）

む
ね
こ
が
る
ゝ
。
三
教
指
帰
云
。
〔
寧
莫
〕
術
婆
伽
〔
焼
胸
中
。
見
紫
明
抄
。
術
婆
伽
〕
ト
云
者
有
。
〔
魚
ヲ
ト
ル

人
也
。
〕
后
ヲ
ミ
テ
恋
シ
テ
已
ム
ネ
ホ
ム
ラ
ト
成
テ
焼
死
。
其
身
ニ
不
相
応
ノ
事
ヲ
〔
思
物
ヲ
〕
バ
カ
ト
云
。
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む
つ
ご
と
。
ム
ツ
マ
シ
キ
コ
ト
也
。

『
観
音
義
疏
』

（
１
９
）

五
戒
十
善
多
為
悪
業
所
難
。
故
経
云
。
焼
諸
善
根
無
過
瞋
恚
。
雖
生
有
頂
頭
上
火
然
。
術
婆
伽
欲
火
所
焼
。

『
往
生
礼
讚
纂
釈
』

（
２
０
）

又
大
宝
積
云
。
如
下

鳥
為
レ

求
レ

食
。
不
上
レ

知
レ

避
二

網
羅
一

。
貪
二-

愛
シ
テ
女
人
一

。
被
レ

害
亦
如
レ

是
。

譬
如
下

水
中
魚
。
游
二

泳
シ
テ
網
者
前
一

。
便
為
レ

他
所
上
レ

執
。
豈
非
二

自
傷
損
一

。
女
若
二

捕
レ

魚
人
一

。

諂
誑
猶
如
レ

網
。
男
子
同
二

於
魚
一

。
被
レ

網
亦
如
レ

是
。
誠
夫
古
往
今
来
。
爲
二

女
色
一

之
所
レ

惑
。

壊
二

梵
行
一

失
二

命
一

者
。
不
レ

知
二

其
幾
何
人
一

。
五
百
登
空
。
去
レ

通
而
落
。
一
角
仙
人
。
被
二

女
人
捉
一

。

術
婆
伽
焦
レ

胸
而
死
。
黃
衣
道
士
。
被
二

縣
令
二

殺
一

。
其
他
破
レ

家
亡
レ

國
国
等
。
鮮
二

不
レ

由
レ

之
者
一

。

又
女
色
非
二

但
今
世
作
一
レ

害
。
禍
殃
及
二

累
世
一

。

『
仙
源
抄
』
は
、
『
三
教
指
帰
』
『
紫
明
抄
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
『
観
音
義
疏
』
は
、
出
典
を

「
故
経
」
、
『
往
生
礼
讚
纂
釈
』
は
出
典
を
『
大
宝
積
経
』
と
記
し
て
い
る
。
い
ま
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
『
観
音

義
疏
』
と
『
往
生
礼
讚
纂
釈
』
の
出
典
に
つ
い
て
は
述
べ
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
『
往
生
礼
讚
纂
釈
』
で
は
、
術

婆
伽
の
直
前
に
、
一
角
仙
人
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
に
は
、
注
意
を
払
い
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
つ
ぎ
に
あ
げ
る
『
宝
物

集
』
に
お
い
て
も
、
二
人
の
話
が
連
続
し
て
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
宝
物
集
』
に
お
け
る
「
術
婆
伽
」

説
話
の
く
だ
り
を
確
認
し
て
み
た
い
。
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片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
『
宝
物
集
』
巻
下

（
２
１
）

皇
后
ノ
網
人
ニ
ア
ハ
ン
ト
チ
ギ
リ
、
王
女
ハ
馬
下
ノ
児
ニ
縁
ヲ
ム
ス
ビ
、
或
ハ
恒
伽
河
ノ
水
ヲ
呑
ミ
、
或
ハ
鳩
那
羅

太
子
ノ
眼
ヲ
ク
ジ
リ
キ
。
皇
后
ノ
網
人
ニ
ア
ハ
ン
ト
契
リ
給
事
ハ
天
竺
ニ
網
人
有
リ
キ
。
名
ヲ
バ
術
婆
伽
ト
云
。
魚

ヲ
持
テ
王
宮
ニ
至
ル
。
不
思
程
ニ
后
ヲ
奉
見
テ
、
志
シ
フ
カ
キ
故
ニ
病
ニ
成
テ
、
煩
悩
ノ
ヲ
モ
イ
サ
ム
ル
事
ナ
シ
。

網
人
ガ
母
、

此
事
ヲ
怪
ミ
テ
、
故
ヲ
問
ケ
レ
バ
、
網
人
カ
ク
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
終
ニ
母
ニ
語
ル
。
是
ヲ
聞
テ
、
思

ヲ
ト
メ
ン
ガ
タ
メ
ニ
、
王
宮
ニ
至
テ
后
ノ
方
ニ
タ
ヽ
ズ
ミ
ケ
ル
ニ
、
后
怪
給
フ
テ
、
故
ヲ
問
給
ニ
、
網
人
ガ
母
、
事

ノ
次
第
ヲ
語
リ
申
。
后
是
ヲ
哀
ト
思
召
シ
テ
、
五
百
両
ノ
車
ヲ
カ
ザ
ツ
テ
、
社
頭
ヘ
マ
イ
ラ
セ
テ
、
網
人
ニ
ア
ハ
ン

ト
契
リ
給
事
也
。
「
女
ハ
不
嫌
貴
賤
ヲ
、
但
欲
ス
レ
バ
是
ニ
シ
タ
ガ
フ
」
ト
云
ハ
是
也
。
具
ニ
ハ
大
論
ニ
ア
リ
キ
。

宝
物
集
抜
書
第
五

（
２
２
）

第
三
ニ
。
不
邪
淫
ト
者
。
女
ノ
方
ヘ
目
ヲ
タ
ニ
見
ヤ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
ト
ソ
制
シ
テ
侍
ル
メ
ル
。
経
ノ
中
ニ
多
ク
イ
マ

シ
メ
ラ
レ
テ
侍
ル
メ
リ
。
（
中
略
）
皇
后
ハ
ア
ミ
人
ニ
ア
ハ
ム
ト
契
リ
。
王
女
ハ
馬
下
ノ
児
ニ
縁
ヲ
結
ヒ
。
或
ハ
恒

河
カ
ハ
ノ
水
ヲ
ア
ミ
。
或
ハ
倶
那
羅
太
子
ノ
眼
ヲ
ク
シ
リ
キ
。

后
ノ
網
人
ニ
ア
ハ
ム
ト
契
ル
事
ハ
。
天
竺
ニ
ア
ミ
ウ
ト
ア
リ
。
名
ヲ
術
婆
迦
ト
云
。
魚
ヲ
持
テ
王
宮
ニ
イ
タ
ル
。
思

ハ
サ
ル
外
ニ
后
ヲ
奉
見
テ
。
心
サ
シ
深
キ
故
ニ
。
ス
テ
ニ
病
ニ
成
テ
煩
悩
ノ
思
ヒ
覚
ム
ル
時
ナ
シ
。
ア
ミ
人
カ
母
。

此
事
ヲ
ア
ヤ
シ
ミ
テ
故
ヲ
問
。
ア
ミ
人
カ
ク
ス
ト
ス
レ
ト
モ
。
ツ
キ
ニ
母
ニ
カ
タ
ル
。
母
。
子
ノ
思
ヲ
ナ
ク
サ
メ
ム

カ
タ
メ
ニ
。
王
宮
ニ
ア
ウ
テ
ヽ
。
后
キ
ノ
方
ニ
タ
ヽ
ス
ム
。
后
ア
ヤ
シ
ミ
テ
故
ヲ
ト
フ
。
ア
ミ
人
カ
母
。
ア
リ
サ
マ

ヲ
語
ル
。
后
。
ア
ハ
レ
ト
覚
シ
テ
。
五
百
両
ノ
車
ヲ
荘
テ
。
社
頭
ヘ
マ
イ
リ
テ
ア
ミ
人
ニ
ア
ハ
ン
。
ト
契
リ
給
事
ナ

リ
。
女
ハ
不
レ

嫌
二

貴
賤
一

但
欲
是
随
。
ト
云
ハ
是
ナ
リ
。
細
カ
ニ
ハ
大
論
ニ
見
タ
リ
。
王
女
ハ
馬
下
ノ
児
ニ
縁
ヲ
ム



『類雑集』の出典　その⑴

— 13 —

- 13 -

ス
フ
ト
云
ハ
。
天
竺
ニ
大
臣
ア
リ
。
形
ヨ
キ
メ
ヲ
モ
チ
タ
リ
。

身
延
文
庫
蔵
宝
物
集
中
巻
付
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本

（
２
３
）

是
モ
、
天
竺
、
振
旦
、
吾
朝
、
ヲ
ロ
〳
〵
申
侍
ヘ
シ
。
皇
后
網
人
逢
契
、
王
女
馬
下
ノ
児
縁
ヲ
結
ヒ
、
或
ハ
恒
河
々

ハ

ニ

シ

ハ

ニ

ノ

水
ヲ
ア
ヒ
、
或
ハ
倶
那
羅
太
子
、
眼
ク
チ
ル
。
后
網
人
逢
ト
シ
給
事
ト
ハ
、
天
竺
網
人
有
。
名
術
婆
伽
ト
云
。
魚
ヲ

ノ

ヲ

ノ

ニ

ニ

ヲ

王
宮
奉
。
思
サ
ル
ニ
、
后
ヲ
見
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
志
シ
深
キ
故
、
病
ト
成
テ
、
思
サ
ム
ル
時
ナ
シ
。
網
人
カ
母
、
此
事
怪
故

ニ

ニ

ヲ

テ

ヲ

問
。
隠
ス
ト
ス
レ
ト
モ
、
終
母
語
。
母
、
子
思
ヲ
炁
（
ナ
ク
サ
メ
ン
）
カ
為
ニ
、
王
宮
詣
テ
、
后
方
タ
ヽ
ス
ム
。

ニ

ニ

ノ

后
、
怪
テ
故
ヲ
問
給
フ
。
網
人
カ
母
、
有
様
語
。
后
、
哀
ト
思
食
、
五
百
両
車
ヲ
飾
テ
社
頭
ヘ
参
、
網
人
逢
ン
ト
契

給
事
也
。
女
ハ
、
貴
賤
嫌
ワ
ス
淫
欲
ナ
レ
ハ
、
是
シ
タ
カ
ウ
ト
云
ハ
、
是
也
。
細
大
論
見
エ
タ
リ
。
王
女
馬
下
ノ
児

縁
結
云
ハ
、
天
竺
大
臣
リ
。
形
吉
妻
ヲ
持
タ
リ
。
此
妻
、
密
夫
ヲ
持
テ
、
我
忘
无
シ
。

第
二
種
七
巻
本
『
宝
物
集
』
巻
第
五
（
持
戒
）

（
２
４
）

后
、
網
人
に
あ
は
ん
と
し
給
ふ
事
は
、
天
竺
に
網
人
あ
り
。
名
を
術
婆
迦
と
い
ふ
。
魚
を
も
て
王
宮
に
い
た
る
に
お

も
は
ざ
る
に
后
を
み
た
て
ま
つ
る
。
術
婆
迦
、
后
を
見
た
て
ま
つ
り
て
後
、
煩
悩
の
お
も
ひ
さ
む
る
時
な
く
、
な
げ

き
か
な
し
み
て
、
病
の
床
を
お
き
ず
。
術
婆
迦
が
母
、
こ
の
事
を
あ
や
し
み
て
、
ゆ
へ
を
と
ふ
に
、
術
婆
迦
か
く
す

と
す
れ
ど
も
、
つ
ゐ
に
母
に
か
た
る
。
子
の
病
を
な
げ
き
て
、
王
宮
に
ま
う
で
て
、
后
の
か
た
に
た
ゝ
む
。
后
あ
や

し
み
て
、
ゆ
へ
を
と
ひ
給
ふ
。
網
人
が
母
、
こ
と
の
あ
り
さ
ま
を
申
。
后
、
あ
は
れ
と
お
ぼ
し
て
、
五
百
両
の
車
を

か
ざ
り
て
、
社
殿
に
ま
い
り
て
網
人
に
あ
は
ん
と
ち
ぎ
り
給
ふ
事
な
り
。

大
論
に
「
女
は
貴
賤
を
き
ら
は
ず
、
但
欲
是
に
し
た
が
ふ
」
と
申
た
る
も
こ
と
は
り
に
こ
そ
侍
る
め
れ
。
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以
上
が
、
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
『
宝
物
集
』
、
身
延
山
『
宝
物
集
抜
書
』
、
身
延
文
庫
蔵
『
宝
物
集
』
中
巻
付
片
仮

名
古
活
字
三
巻
本
、
第
二
種
七
巻
本
『
宝
物
集
』
の
該
当
本
文
で
あ
る
。
こ
の
四
本
を
比
較
す
る
と
、
身
延
文
庫
蔵
『
宝

物
集
』
中
巻
に
は
、
「
女
ハ
、
貴
賤
嫌
ワ
ス
淫
欲
ナ
レ
ハ
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、
「
淫
欲
」
と
明
記
す
る
点
が
他
の
伝

本
と
異
な
る
表
記
に
な
っ
て
い
る
。片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
と
第
二
種
七
巻
本
の
本
文
に
は
細
か
な
異
同
は
あ
る
も
の
の
、

内
容
は
大
き
く
変
わ
ら
ず
、
「
術
婆
伽
」
の
説
話
を
『
大
智
度
論
』
の
「
女
人
之
心
不
擇
貴
賤
唯
欲
是
従
」
と
い
う
一
文

に
関
す
る
例
証
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
術
婆
伽
の
恋
の
相
手
が
、
「
皇
后
」
（
三
巻
本
）
「
后
」
（
第
二
種

七
巻
本
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
つ
ぎ
に
あ
げ
る
『
三
国
伝
記
』
や
『
太
平
記
』
で
は
、
恋
を
「
あ
さ
ま
し
き
」
も
の

と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

『
三
国
伝
記
』
六

第
廿
七

志
賀
寺
聖
人
恋
路
事

（
２
５
）

和
云
、
志
賀
寺
上
人
云
聖
ア
リ
。
京
極
御
息
所
ト
申
シ
テ
、
時
平
左
大
臣
女
、

比
叡
参
シ
給
ケ
ル
道
ニ
テ
見
合
、
御
手
ヲ
ト
ラ
ヘ
奉
リ
テ
、

初
春
ノ
ハ
ツ
ネ
ノ
今
日
ノ
玉
箒
手
ニ
ト
ル
カ
ラ
ニ
ユ
ラ
グ
タ
マ
ノ
緒

此
歌
家
持
集
ニ
有

ト
詠
、
多
行
業
ヲ
譲
、
忽
紺
青
鬼
ト
成
ケ
ル
コ
ソ
ヲ
ソ

ロ
シ
ケ
レ
。
月
氏
術
婆
伽
ハ
妃
ヲ
恋
テ
火
焔
ト
成
、
震
旦
ノ
則
天
后
ハ
張
文
成
ニ
心
ヲ

傷
給
フ
。
春
駒
ノ
身
ヲ
毀
、
秋
鹿
ノ
命
ヲ
失
フ
、
皆
是
此
道
ヨ
リ
起
。
可
恐
可
慎
也
。
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『
太
平
記
』
巻
第
十
一

（
２
６
）

あ
さ
ま
し
き
か
な
、
伝
え
聞
く
天
竺
の
術
婆
伽
は
、
后
を
恋
ひ
奉
つ
て
思
ひ
の
炎
に
身
を
焦
し
、
我
が
朝
の
宇
治
の

橋
姫
は
、
夫
を
恋
ひ
て
、
通
夜
片
敷
く
袖
を
浪
に
浸
す
と
、
こ
れ
皆
上
古
の
奇
特
、
旧
記
に
載
す
る
と
こ
ろ
な
れ
ど

も
さ
だ
か
に
は
な
し
。

『
三
国
伝
記
』
で
は
、
「
妃
ヲ
恋
テ
火
焔
ト
成
」
と
し
、
『
太
平
記
』
で
は
、
「
后
を
恋
ひ
奉
つ
て
思
ひ
の
炎
に
身
を
焦

し
」
と
表
現
し
、
『
宝
物
集
』
同
様
、
術
婆
伽
の
相
手
が
「
き
さ
き
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
先
述
し
た
よ
う

に
、
『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
が
認
め
ら
れ
る
経
典
や
仏
書
に
お
い
て
は
、
術
婆
伽
の
恋
の
相
手
を
「
王
女
」
と
す
る

表
記
に
対
し
て
、
『
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
』
で
は
「
ヒ
メ
君
」
、
『
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
三
教
指
帰
注
集
』
で
は

「
王
女
」
、
『
宝
物
集
』
「
后
」
、
『
三
国
伝
記
』
「
妃
」
、
『
太
平
記
』
「
妃
」
と
表
記
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

『
類
雑
集
』
は
、
前
半
は
『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
で
「
王
女
」
と
し
、
後
半
は
、
『
三
教
指
帰
注
』
か
ら
の
引
用

で
、
「
国
王
ノ
后
」
と
あ
る
。
『
類
雑
集
』
が
、
前
半
部
分
に
『
大
智
度
論
』
を
正
確
に
引
用
し
、
要
約
し
て
い
る
点
を

鑑
み
る
と
、
『
三
教
指
帰
注
』
の
引
用
に
、
「
ヒ
メ
君
」
と
記
し
た
『
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
』
を
参
照
し
た
可

能
性
は
、
低
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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〇
小
結

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
作
品
が
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
こ
こ
で
一
度
、
表
記
の
異
同
を
一
覧
に
し
て
お
き
た
い
。

表
記

書
名

術
婆
伽
の
国
名

話
の
位
置
づ
け

○
「
身
焼
」

『
大
智
度
論
』『
法
苑
珠
林
』

な
し

五
戒
「
不
邪
淫
」

『
経
律
異
相
』『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』

な
し

五
戒
「
不
邪
淫
」

○
「
胸
焼
」

『
三
教
指
帰
』

な
し

五
戒
「
不
邪
淫
」

中
山
法
華
経
寺
蔵
本
『
三
教
指
帰
注
』

大
唐

五
戒
「
不
邪
淫
」

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
三
教
指
帰
注
』

な
し

五
戒
「
不
邪
淫
」

〇
「
胸
焼
」

『
往
生
礼
讚
纂
釈
』

な
し

五
戒
「
不
邪
淫
」

〇
「
焼
」
の
み

『
観
音
義
疏
』

な
し

五
戒
「
不
邪
淫
」

○
「
身
焼
」
「
胸
焼
」
あ
り

『
類
雑
集
』

天
竺

貪
欲
・
病
苦

○
「
身
焼
」
「
胸
焼
」
な
し

片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
『
宝
物
集
』

天
竺

五
戒
「
不
邪
淫
」

○
「
身
焼
」
「
胸
焼
」
な
し

第
二
種
七
巻
本
『
宝
物
集
』

天
竺

五
戒
「
不
邪
淫
」

○
「
火
焰
」

『
三
国
伝
記
』

月
氏

病
苦

○
「
身
を
焦
し
」

『
太
平
記
』

天
竺

病
苦

○
「
む
ね
こ
が
る
ゝ
」
「
焼
胸
」

『
仙
源
抄
』

な
し

病
苦
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四
、
仏
書
・
伝
記
・
物
語
以
外
へ
の
広
ま
り

大
谷
節
子
氏
は
、
古
今
集
歌
「
暁
の
し
ぎ
の
は
ね
が
き
百
は
が
き
君
が
来
ぬ
夜
は
我
ぞ
数
か
く
」
（
七
六
一
）
の
歌
に

つ
い
て
、
『
古
今
和
歌
集
灌
頂
口
伝
』
に
は
、
術
婆
伽
の
く
だ
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

そ
の
本
文
が
、
『
大
智
度
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
従
来
の
「
術
婆
伽
」
説
話
の
く
だ
り
と
は
、
異
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
い
ま
該
当
本
文
を
引
用
し
て
み
た
い
。

（
２
７
）一

、
暁
の
し
ぢ
の
端
書
き
百
夜
が
き
の
哥
事

伝
云
、
兆
段
と
い
ふ
文
に
、
昔
、
天
竺
戒
日
大
王
の
后
は
、
五
天
竺
第
一
の
美
人
也
。
そ
の
国
に
術
婆
伽
と
て
魚
を

売
る
者
也
。
天
竺
の
習
に
て
、
物
売
る
時
は
、
王
宮
を
も
嫌
は
ず
、
女
御
・
后
の
わ
た
ら
せ
給
ふ
所
へ
も
は
ゞ
か
ら

ず
行
き
て
売
る
習
な
り
け
れ
ば
、
術
婆
伽
魚
を
売
る
と
て
、
戒
日
大
王
の
后
を
見
奉
り
て
、
恋
の
病
ひ
と
成
り
て
命

も
あ
や
う
く
見
え
し
か
ば
、
こ
の
事
、
大
王
ま
で
聞
こ
し
め
さ
れ
て
、
后
を
近
付
け
、
「
情
は
人
の
た
め
な
ら
ず
。

な
に
か
苦
し
き
。
一
夜
あ
ひ
給
へ
」
と
勧
め
給
へ
ば
、
か
な
ふ
ま
じ
き
由
を
の
給
へ
ど
も
、
宣
旨
度
々
に
及
べ
ば
、

力
及
ば
ず
あ
ひ
給
ふ
べ
き
に
定
ま
り
ぬ
。
春
喜
楼
殿
と
い
ふ
所
ま
で
大
象
の
車
の
榻
を
置
か
れ
、
榻
の
上
に
錦
の
し

と
ね
を
敷
き
、
九
枝
の
と
も
し
火
を
か
ゝ
げ
さ
せ
、
紫
雲
の
几
帳
を
か
け
て
、
術
婆
伽
を
召
し
て
、
「
汝
、
我
に
志

深
く
は
、
こ
の
榻
の
上
に
百
夜
の
殿
居
せ
よ
。
其
中
に
一
夜
来
て
あ
は
ん
」
と
の
給
へ
ば
、
術
婆
伽
か
ぎ
り
な
く
嬉

し
く
て
、
榻
の
上
に
百
夜
ま
ろ
寝
を
し
け
る
に
、
も
し
今
夜
も
や
后
の
ま
し
ま
す
べ
き
か
と
心
を
つ
く
し
、
毎
夜
い

も
ね
ず
明
か
し
明
か
し
し
て
、
帰
朝
は
殿
居
の
数
を
書
き
つ
け
て
、
帰
り
帰
り
し
け
る
ほ
ど
に
、
す
で
に
百
夜
を
今
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一
夜
足
ら
ぬ
ま
で
空
し
か
り
け
れ
ば
、
術
婆
伽
あ
ぢ
き
な
く
思
ひ
て
、
百
夜
に
満
じ
け
る
夜
、
日
頃
の
疲
れ
に
寝
入

り
て
け
り
。
あ
ま
り
に
心
憂
く
て
、
天
に
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
泣
き
悲
し
み
け
れ
ば
、
胸
よ
り
思
ひ
の
火
の
出
て
、
そ

の
身
を
焼
く
の
み
な
ら
ず
、
春
喜
殿
よ
り
か
じ
め
て
、
宣
喜
殿
・
陽
明
殿
・
小
陽
殿
・
後
園
殿
等
の
一
百
三
十
六
の

建
物
の
台
々
を
み
な
み
な
焼
き
け
り
。」

大
谷
氏
は
、
こ
の
く
だ
り
が
原
典
と
異
な
る
点
は
、
后
に
よ
る
百
夜
通
い
の
難
題
、
術
婆
伽
の
宮
中
を
焼
き
尽
く
す
点

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
能
「
恋
重
荷
」
の
卑
賎
の
者
の
垣
間
見
、
恋
の
病
い
、
恋
重
荷
を
背
負
っ
て
庭
を
千

度
百
度
行
き
帰
り
せ
よ
と
の
難
題
、
死
霊
の
復
讐
の
構
造
に
極
め
て
近
い
話
型
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
『
庭
訓
之
抄
』
（
室
町
後
期
の
写
本
）
『
神
道
関
白
流
雑
部
』
（
大
永
三
年
の
奥
書
を
有
す
る
）
で
は
、
術
婆

（
２
８
）

伽
が
火
の
守
護
神
と
な
る
話
へ
と
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
『
庭
訓
之
抄
』
の
該
当

個
所
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

昔
、
中
天
竺
有
レ

賤
。
云
二

述
馬
迦
一

。
即
魚
売
也
。
彼
其
時
行
二

王
宮
一

、
内
裡
参
魚
売
。
此
時
商
人
奉
レ

見
レ

后
、
沈
レ

恋
、

ニ

キ

フ

ト

レ

ヘ

リ

ル

ノ

ヲ

ミ

ニ

命
絶

。
時
彼
母
参
二

内
裡
一

、
魚
奉
レ

后
及
二

度
々
一

、
彼
国
法

、
欲
レ

契
レ

人
先
見
レ

徳
后
契
也
。
此
故
后
怪
給
、
彼
母

ヲ

ト
ス

ニ

ノ

ヘ

ヲ

ニ

ノ

ノ

ト
シ
テ

ニ

ニ

ヲ

ニ

ニ

キ

ヒ

ノ

ニ

問
二

子
細
一

給
。
母
在

儘
奉
レ

語
。
后
仰

、
糸
安
事
也
、
車
百
夜
可
レ

通
宣

。
述
馬
迦
聞
二

此
由
一

、
喜
无
レ

限
。
然

ヲ

リ
ノ

キ

ケ
ル
ハ

ヲ

ト

ス

ケ
リ

ヲ

間
夜
通
志
深

百
夜
満
時
、
后
門
出
給
。
雖
レ

然
商
人
深
沈
レ

眠
不
レ

知
二

出
御
一

。
后
御
懇
目
覚
給
、
不
レ

覚
。
然

彼
験
翠

シ
テ

ル

キ

ニ

デ

テ

ニ

ラ

ヲ

ニ

ヲ

シ

モ

レ
バ

ニ

シ

十
二
一

彼
胸
置
給
。
其
後
驚
此
験
奉
レ

見
、
余
沈
レ

恋
成
レ

燃
焼
時
、
彼
側
修
二

護
摩
一

有
二

貴
僧
一

。
以
二

洒
水
一

消
レ

之
。

ヲ
バ

ノ

ニ

リ

ノ

ニ

テ

ノ

ヲ

ニ

ニ

ト

ノ

ニ

ル

ヲ

テ

ヲ

此
恋
烟
燃

上
焼
二

内
裡
一

。
然
処
述
馬
迦
誓
曰
、
我
必
成
レ

火
燃
苦
患
悲

事
无
二

喩
方
一

。
然
間
止
二

燃
火
一

、
誓
レ

成
二

火

ノ

ノ

モ

エ
テ

リ

ク

ヲ

ル

ニ

テ

キ

シ

ン

ゾ

ル

ダ

メ
リ

ル

ヲ

フ

ン
ト

ノ

守
護
神
一

。
故
契
事
七
月
晦
日
夜
也
。
次
日
軈
成
レ

火
畢
。
雖
レ

然
調
二
❘

伏

一
切
悪
事
火
一

誓
願
給
。

ニ

ノ

テ

リ

ト

ヌ

セ
ン
ト

ノ

ヲ

シ

リ
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ま
た
、
鈴
木
元
氏
は
、
『
神
道
関
白
流
雑
部
』
に
記
さ
れ
る
「
火
伏
大
事
」
や
「
八
月
火
伏
延
喜
」
、
『
拾
芥
抄
』
に
も

「
術
婆
伽
」
説
話
の
く
だ
り
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、

思
い
の
叶
わ
な
か
っ
た
「
述
馬
加
」
（
神
道
関
白
流
雑
部
で
は
こ
の
表
記
）
の
胸
の
炎
は
内
裏
を
焼
く
が
、
ひ
と
り

の
僧
侶
に
火
を
鎮
め
ら
れ
る
、
そ
れ
以
来
、「
一
切
悪
事
ノ
火
」
を
調
伏
せ
ん
と
の
誓
い
を
立
て
、「
火
ノ
守
護
神
」

と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
内
裏
を
焼
い
た
の
が
八
月
一
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
日
に
は
呪
符
を
門
に
押

す
よ
う
に
な
り
、
そ
の
呪
符
の
頭
に
印
さ
れ
る
の
が
梵
字
「
鑁
」
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
「
鑁
」
字
は
水
の

種
字
で
あ
り
同
時
に
鯉
の
鰭
を
か
た
ど
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
、
と
説
く
。
そ
こ
に
は
述
馬
加
が
魚
売
り
で
あ
る
と

い
う
設
定
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
「
恋
」
に
「
鯉
」
が
通
う
の
だ
と
の
説
明
ま
で
添
え
ら
れ

て
い
る
。

と
指
摘
し
た
う
え
で
、
『
一
乗
拾
玉
抄
』
巻
八
観
世
音
菩
薩
普
門
品
の
七
難
の
一
つ
火
難
に
関
す
る
記
述
に
着
目
さ
れ
、

物
語
云
、
大
唐
術
婆
伽
云
者
、
王
后
見
恋
死
シ
ケ
リ
。
然
彼
一
念
妄
執
火
顕

或
時
内
裏
門
焼
也
。
其
時
后
開
取
出
、
彼
火
方
向
ラ
レ
ケ
レ
バ
即
時
火
消

也
。
是
則
煩
悩
火
也
。

と
あ
り
、「
他
の
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
性
的
要
素
が
付
加
」
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
２
９
）

以
上
の
と
お
り
、
大
谷
氏
と
鈴
木
氏
の
指
摘
に
よ
り
、
術
婆
伽
が
「
火
の
守
護
神
」
と
な
る
資
料
を
確
認
し
た
。
両
氏

の
指
摘
は
重
要
で
、
「
術
婆
伽
」
説
話
の
広
ま
り
を
知
る
と
同
時
に
、
本
説
話
が
各
作
品
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
配
列
さ

れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
今
一
度
、
熟
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
現
時
点
で
は
、
小
結
で
一
覧
に
示
し
た
と
お
り
、

『
大
智
度
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
仏
教
典
籍
は
、
五
戒
の
「
不
邪
淫
戒
」
を
戒
め
る
も
の
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
一
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方
、
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
の
『
紫
明
抄
』
や
『
仙
源
抄
』
で
は
、
恋
を
病
苦
と
位
置
づ
け
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

そ
し
て
、
『
庭
訓
往
来
』
や
『
神
道
関
白
流
雑
部
』
で
は
、
「
火
の
守
護
神
」
へ
と
大
き
く
転
換
さ
れ
る
。
『
類
雑
集
』
は

「
不
邪
淫
戒
」
「
病
苦
」
の
両
者
を
提
示
し
て
い
る
。
両
者
を
提
示
し
た
『
類
雑
集
』
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て

論
じ
て
い
き
た
い
。

五
、
お
わ
り
に

作
品
の
引
用
が
多
岐
に
わ
た
っ
た
の
で
、
要
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
み
た
い
。
本
報
告
は
、
鎌
倉
か
ら
室
町
に
か
け
て

大
き
な
広
が
り
を
み
せ
た
「
術
婆
伽
」
説
話
の
生
成
に
注
目
し
、
諸
氏
の
論
考
に
導
か
れ
つ
つ
、
主
な
「
術
婆
伽
」
説
話

の
く
だ
り
を
確
認
し
た
。

島
内
景
二
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
術
婆
伽
」
説
話
に
は
、
幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
確
認
で
き
る
。
一
つ
は
、
『
紫

明
抄
』
の
よ
う
な
「
ば
か
（
＝
馬
鹿
・
愚
か
者
）
の
語
源
と
し
て
語
ら
れ
」
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
方
で
は
、
『
三
教

指
帰
注
』
で
は
身
分
違
い
の
恋
愛
が
主
題
と
な
り
、
「
大
唐
有
下
郎
女
ノ
子
」
で
あ
る
術
婆
伽
が
、
「
長
者
の
姫
君
に
恋

し
た
」
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
た
。

今
回
は
、
島
内
氏
や
牧
野
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
氏
の
先
行
研
究
の
追
認
を
し
、
新
た
に
『
類
雑
集
』
巻
八
の
「
術
婆

伽
」
説
話
や
『
往
生
礼
讚
纂
釈
』
に
「
術
婆
伽
」
説
話
の
一
節
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
こ
の
二
点
の
資
料
は
と
も
に
、

『
宝
物
集
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
一
角
仙
人
」
と
「
術
婆
伽
」
の
く
だ
り
が
連
続
し
て
い
る
。
『
大
智
度
論
』
と
『
宝

物
集
』
の
内
容
が
近
い
よ
う
に
、
「
術
婆
伽
」
説
話
の
考
察
を
と
お
し
て
、
『
類
雑
集
』
の
出
典
の
傾
向
の
一
端
を
明
ら
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か
に
で
き
れ
ば
と
、
考
え
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、『
類
雑
集
』
と
『
宝
物
集
』
と
『
往
生
礼
讚
纂
釈
』
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

次
号
を
も
っ
て
、
『
類
雑
集
』
に
お
け
る
「
術
婆
伽
」
説
話
の
出
典
研
究
を
補
完
で
き
る
よ
う
、
準
備
を
す
す
め
た
い
。

注
（
１
）
島
内
景
二
「
「
術
婆
伽
」
説
話
に
み
る
受
容
と
創
造
―
―
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
増
殖
」
『
源
氏
物
語
の
影
響
史
』
笠

間
書
院
、
平
成
一
二
年
。

（
２
）
大
谷
節
子
「
恋
の
奴
の
系
譜
―
―
説
話
と
能
１
」『
世
阿
弥
の
中
世
』
岩
波
書
店
、
平
成
一
八
年
。

（
３
）
牧
野
淳
司
「
后
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
め
ぐ
る
日
本
文
学
史
―
―
古
代
・
中
世
を
中
心
に
―
―
」
『
明
治
大
学
人
文

科
学
研
究
所
紀
要
』
七
四
号
、
平
成
二
六
年
、
二
六
～
三
八
頁
。

（
４
）
鈴
木
元
「
中
世
和
歌
の
一
環
境
」
『
和
歌

解
釈
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
』
笠
間
書
院
、
平
成
一
〇
年
。
同
「
和
歌
と
連

歌
―
―
火
伏
せ
の
口
伝
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
四
五
巻
五
号
、
平
成
一
二
年
。

（
５
）
島
内
氏
（
注
１
）
に
同
じ
、
三
〇
八
頁
。

（
６
）『
大
智
度
論
』
大
正
蔵
二
五
巻
、
一
六
六
頁
ｂ
１
～
ｂ

。
28

（
７
）
島
内
氏
（
注
１
）
に
同
じ
、
三
一
〇
頁
。

（
８
）『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
九
年
、
二
二
頁
。

（
９
）
大
正
大
学
図
書
館
所
蔵
、
慶
安
四
年
版
『
類
雑
集
』
に
よ
る
。
翻
刻
は
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
第

四
〇
号
、
平
成
三
〇
年
、
六
〇
～
六
一
頁
。
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（
１
０
）
牧
野
氏
（
注
３
）
に
同
じ
、
二
九
頁
。

（
１
１
）『
法
苑
珠
林
』
大
正
蔵
五
三
巻
、
八
二
八
頁
ｂ

～

。

10

13

（
１
２
）『
経
律
異
相
』

大
正
蔵
五
三
巻
、
一
八
七
頁
ｂ

～

。

3

27

（
１
３
）『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』
大
正
蔵
六
二
巻
、
一
一
八
頁
ｃ

～
一
一
九
頁
ａ

。

12

5

（
１
４)
『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
九
年
、
二
二
頁
。

（
１
５
）
築
島
裕
・
小
林
芳
規
編
『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本

三
教
指
歸
注
総
索
引
及
び
研
究
』
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
五
五

年
。

（
１
６
）『
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
三
教
指
帰
注
集
』
の
研
究
』
大
谷
大
学
、
平
成
四
年
。

（
１
７
）
牧
野
氏
（
注
３
）
に
同
じ
、
三
〇
頁
。

（
１
８
）『
仙
源
抄
』
（
『
群
書
類
従
』
第
十
七
輯

物
語
部
）
三
八
一
頁
。

（
１
９
）『
観
音
義
疏
』
大
正
蔵
三
四
巻
、
九
二
四
頁
ａ

～

。
佐
藤
哲
英
氏
に
よ
れ
ば
、『
観
音
義
疏
』
の
成
立
は
、

7

9

「
法
華
玄
義
の
形
成
（
五
九
三
～
六
〇
五
）
以
降
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
観
音
玄
義
並
び
に
義
疏
の
成
立
に
関
す
る

研
究
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
５(

１)

昭
和
三
二
年
、
一
〇
～
二
一
頁
）。

（
２
０
）
『
浄
土
宗
全
書
』
第
六
巻
、
三
八
一
頁
Ａ

～
Ｂ

。
著
者
「
懐
音
」
に
つ
い
て
、
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』

12

3

に
よ
れ
ば
、「
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）—

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
五
月
五
日
。
本
蓮
社
真
誉
玄
阿
。
出
生
地
等
不
明
。

一
六
歳
に
し
て
増
上
寺
に
学
び
、
後
に
岩
槻
浄
国
寺
の
聞
証
に
師
事
し
た
。
大
和
国
今
井
（
奈
良
県
橿
原
市
今
井
町
）
の

西
光
寺
に
住
し
て
い
た
と
き
に
、
『
浄
土
考
原
録
』
一
巻
を
著
し
た
。
そ
の
著
書
を
読
ん
で
感
銘
を
受
け
た
忍
澂
か
ら
法

然
院
の
後
継
者
と
な
る
よ
う
懇
請
さ
れ
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
同
院
三
世
に
晋
董
。
住
持
二
〇
年
余
り
に
わ
た
っ

て
律
を
遵
守
し
て
教
化
に
つ
と
め
た
。
在
職
中
、
大
和
国
に
在
し
た
と
き
に
再
興
し
た
葛
城
寺
と
称
念
寺
を
法
然
院
の
支
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院
と
し
た
。
著
書
に
『
諸
家
念
仏
集
』
九
巻
、
『
往
生
礼
讃
纂
釈
』
五
巻
、
『
盂
蘭
盆
会
法
式
略
解
』
一
巻
な
ど
。
」
と
あ

る
。

（
２
１
）
山
田
昭
全
・
大
場
朗
・
森
晴
彦
『
宝
物
集
』
お
う
ふ
う
、
平
成
九
年
。

（
２
２
）
瓜
生
等
勝
（
編
）
『
身
延
山
本
宝
物
集
と
研
究
』
未
刊
国
文
資
料
第
四
期
、
第
一
冊
、
昭
和
四
八
年
、
未
刊
国

文
資
料
刊
行
会
、
一
一
六
頁
。

（
２
３
）
黒
田
彰
『
身
延
文
庫
蔵
宝
物
集
中
巻
付
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
』
和
泉
書
院
、
昭
和
五
九
年
。

（
２
４
）
『
宝
物
集

閑
居
友

比
良
山
古
人
霊
託
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
４
０
、
岩
波
書
店
、
平
成
五
年
、
二
一
二

頁
。

（
２
５
）
池
上
洵
一
校
注
『
三
国
伝
記
』
（
上
）
中
世
の
文
学
、
三
弥
井
書
店
、
昭
和
五
一
年
、
三
四
五
～
三
四
六
頁
。

（
２
６
）『
太
平
記
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
５
４
（
１
）
、
小
学
館
、
平
成
六
年
、
五
七
六
頁
。

（
２
７
）
大
谷
氏
（
注
２
）
に
同
じ
。

（
２
８
）
大
谷
氏
は
、
東
洋
文
庫
蔵
『
庭
訓
之
抄
』
を
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
『
庭
訓
往
来
』
『
庭
訓
往

来
抄
』
な
ど
に
も
術
婆
伽
の
く
だ
り
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
庭
訓
往
来
抄
』
（
伝
）
玄
恵
（
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
、https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2532288

三
〇
～
三
一
コ
マ
）
や
『
庭
訓
往
来[

抄]

』

二
巻
（
室
町

末
期
～
江
戸
初
期
の
写
本
（
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2532287

三
二

～
三
三
コ
マ
）、
ま
た
『
庭
訓
往
来
』（
東
洋
文
庫
、
二
四
二
、
六
九
頁
）。

（
２
９
）
鈴
木
氏
（
注
４
）
に
同
じ
。




